
金沢大学サテライト・プラザ・ミニ講演 

日時 平成１６年９月１１日（土）午後２時～３時３０分 

会場 主会場 ：金沢大学サテライト・プラザ講義室 （金沢市西町教育研修館内） 

   受信会場：寺井町立図書館 

 

演題 「若者の職業観～フリーターで大丈夫？～」 

講師 名古 道功 （金沢大学法務研究科教授） 

 

一 フリーターとは？ 

 

１ Free＋Arbeiter 

 恐らく皆さんは，フリーターに対するイメージやお考えをいろいろ持たれているだろう

と思います。「若いのに働かずにけしからん」と考えておられる皆さんもおられるかと思い

ます。 

 これから，このフリーターとは本当は一体どういう人たちなのか，いろいろな統計や調

査を用いながら，実像に迫っていきたいと考えています。そして，フリーターが一体どう

してこれだけ増加してきているのか，その背景についてもお話ししたいと思います。 後

に，ではどのような対策が講じられようとしているのか，また，それについてどのように

考えていくべきなのか，このような点を中心にお話ししていきたいと思います。 

 「フリーター」というのは，二つの言葉を合成してできています。「フリー（Free）」と

もう一つは「アルバイター（Arbeiter）」という言葉です。アルバイターというのはドイツ

語で，英語では「ワーカー（Worker：労働者）」というような言葉です。「アルバイト」と

いう言葉はよく聞かれると思いますが，これはドイツ語から来ているわけです。 

 このフリー＋アルバイターということで「フリーター」という合成語，これは日本でし

か通じない和製語ですが，これが初めて使われたのが 87 年のリクルートの求人雑誌「フロ

ム・エー」で社会人アルバイターを「フリーター」と名づけたということで，この言葉が

作られたといわれております。 

 その当時，どのような意味でこの言葉が用いられていたのかというと，自由を享受しな

がら，他方で経済的に自立しようとする若者ということです。私は見ていないのですが，

「フリーター」という映画も作られたと本に書いてありました。 
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２ バブル崩壊後の様変わり 

 80 年代末から始まるバブル期には，このフリーターが非常にもてはやされました。当時

は夢追求型のフリーターが多かったといわれています。これには，当時の時代背景がある

わけです。つまり，当時は今と全く違って求人難で，要するにいつでも正社員になれると

いうような時期だったので，このフリーターを問題視するような風潮は全くなかったので

す。ですから，フリーターについて分析するというような議論はありませんでした。 

 ところが，90 年代初頭のバブル崩壊後，フリーターが非常に問題視されるようになって

きます。「失われた 10 年」といわれていますが，景気の低迷が続き，若者の失業率が 10％

を超え，就職できない，あるいはフリーターになる若者が増えてくるという中で，このフ

リーターというものを正確に分析する必要性が出てきたわけです。 

（１）定義 

 フリーターを正確に分析するには，まずフリーターを一体どのようにとらえたらいいの

かが問題となります。フリーターの人数を計算するに当たっても，まず，一体どういう人

を「フリーター」というのか定義しなければいけないわけです。行政では大きく二つの定

義が用いられています。一つは内閣府，もう一つは厚生労働省です。 

 まず，内閣府の定義は，「15～34 歳の年齢層（ただし，学生と主婦を除く）のうち，パ

ート・アルバイト（派遣等を含む）及び働く意志のある無職の人」となっています。１回

読んだだけでは分からないかと思うのですが，また後で説明することにします。 

 もう一つ，厚生労働省では，「15～34 歳の年齢層のうち，勤め先の呼称がパート・アル

バイトで，男子については就業継続年数が５年未満の者，女子については未婚の者とし，

無業者については家事も通学もしておらずパート・アルバイトの仕事を希望する者」とい

う定義がなされています。 

 両方比較すると，結論から言いますと，厚生労働省の定義のほうが狭いのです。具体的

に言いますと，まず，確かに厚生労働省の定義では学生を含んでいます。内閣府は「学生

と主婦を除く」となっています。なぜ学生を除いているかというと，学生の本業は勉強す

ることです。だから内閣府のほうでは外しているのですが，厚生労働省のほうでは学生も

外さずにフリーターに含めているわけです。そういう点では厚生労働省の定義のほうが広

い。ただ，次の３点で，内閣府の定義のほうが広くなってくるのです。一つは，厚生労働

省は，男子については就業継続年数を５年未満と限定しています。これは非常に狭い。内
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閣府のほうではそういう定義がありません。 

 二つめとして，厚生労働省のほうは派遣等を含まない，パート・アルバイトに限定して

いるのです。確かに派遣労働者や契約社員を「フリーター」といっていいのかどうか，こ

れは議論があるかと思うのですが，実態として考えますと，派遣の人たちも，本当は正社

員に就きたいのだけれども就けないという人が少なくないわけです。ですから，これもフ

リーターに含んでもいいのではないかというのが内閣府の立場なのです。 

 ３点めとして，厚生労働省のほうは，正社員の仕事を希望する者を含まないのです。「パ

ート・アルバイトの仕事を希望する者」と限定してしまっています。しかし，フリーター

の場合，恐らく正社員の仕事を希望しながらも，今パートやアルバイトをしているような

人が少なくないわけです。 

 そのような相違点があり，同じ 2000 年で，フリーターは厚生労働省のほうでは 193 万人

に対して，内閣府は 384 万人という形で，200 万人ほど違っています。それぞれどのよう

な数字を算定して，それをどう用いるかというような調査目的があって定義していますの

で，どちらが正しいとは一概には言えないのですが，ただ，恐らく皆さん方の感覚からす

ると，内閣府の定義のほうが，皆さんが思われるフリーターに近い，ないし同じなのでは

ないでしょうか。 

 資料１の図は内閣府の定義です。15～34 歳の年齢層で，男性の場合は（未婚・既婚），

女性の場合は（未婚）（既婚）と，女性は分かれているのですが，15～34 歳の下のところ

の分類は，「正社員」，これは男性も女性も未婚であろうと既婚であろうと正社員です。「パ

ート・アルバイト（派遣等を含む）」となっています。そして「失業者」「非労働力」，これ

も就業意志のある人と就業意志のない人，「自営・その他」「学生」と，このような区分を

しています。 

 フリーターというのは，派遣等を含んだパート・アルバイトで，男性は未婚・既婚があ

りますが，女性の場合は未婚に限っています。「主婦」の場合，家事・育児に従事している

からフリーターではないということです。 

 もう一つ，失業者です。今失業しているけれども時々働いているという場合があるので，

これもフリーターの中に含めているということです。 

 失業者に当たらないような人であったとしても，就業意志があるかないかというような

ことで分けて，例えば失業保険はもらえなくなってしまったけれども働く意志があるとい

うような人たちは，これもフリーターの中に含め，非労働力の中で就業意志がない， 近
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は「ニート（ＮＥＥＴ）」という言葉が使われていて，例えば全く働く意志がなく，引きこ

もりとか，あるいは親に全面的に経済的に依存している，それだけに限らないのですが，

そのような人たちを「非労働力」という言い方をします。 

 いずれにしても，フリーターというのはこの図で書いてあるようなところに当てはまる

人というように内閣府では定義して，それが 400 万人ぐらいになっており，こういうフリ

ーターは 近増加傾向にあるということです。 

 ４ページめの資料２を見ていただきたいのですが，1990 年には 183 万人だったフリータ

ーは，徐々に増加して 2001 年には 417 万人になっています。15～34 歳の中で占める割合

が 21.2％，すなわち 15～34 歳の５人に１人がフリーターという現状であり，無視できな

い数字となっています。 

（２）マイナスイメージの定着 

 近はマイナスイメージが定着してきているのですが，どのような形でマイナスかとい

うと，いい年をしてちゃんと仕事に就かない，正職に就かないというような，フリーター

に対する批判的な見方があるかと思います。「ぶらぶらして何してるんだ」というような見

方がある一方，ちゃんとした仕事に就きたくても就けず，生活のためにフリーターになっ

ているというような見方もあり，どちらで見るかというようなことはありますが，ともか

くマイナスイメージです。以前はプラスイメージでとらえられていたのが， 近では，フ

リーターというとマイナスイメージでとらえられる傾向が強いといえるかと思います。自

由で気ままな生き方で，これは個人の自由だというのではなく，対策が必要な問題という

とらえ方になってきています。 

 

二 フリーターの実像とは？ 

 

１ 三つのタイプ 

 では，フリーターの実像とは一体どういうものなのか，次にお話ししたいと思います。 

 これもある調査ですが，フリーターを三つのタイプに分けています。一つは「モラトリ

アム型」，二つめに「やむを得ず型」，三つめに「夢追求型」です。大体皆さんは意味する

ところをお分かりだろうと思います。 

 「モラトリアム型」は，先の見通しを立てないままフリーターとなった者と定義されて

います。これが 47％，過半数近い。 
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 「やむを得ず型」は，正規雇用，正社員になりたかったけれども，なれない。やむを得

ずフリーターとなった者です。これが 39％です。 

 ３番めとして，「夢追求型」です。これもお分かりいただけるかと思うのですが，何らか

の明確な目標を持ったうえで，生活の糧を得るためにフリーターを続けているような人た

ちです。これは 14％で，非常に少ない。 

 ですから，何らかの目的意識も持たずに，何となく就職しようかどうしようかはっきり

しないままなったり，あるいは正規の職に就きたかったけれども，就けずになったという

ような人たちが多いということです。 

 

２ フリーターの属性 

 次に，フリーターの属性を見ていきます。まず性別ですが，92 年の男女別で見ますと，

男性は 54.5％，女性が 45.5％で，男性のほうが多かったのです。92 年，バブルがはじけ

た後です。ところが，2001 年になりますと，これが逆転しています。女性が 52％，男性が

48％です。大きな要因は，女性のほうが就職難で，パート・アルバイトが増加したという

ところに求めることができるのではないかと思います。 

 年齢別では，３ページめの資料３を見ていただきたいのですが，いちばん下が 1989 年，

いちばん上が 2001 年となっています。この傾向は一目りょう然で分かるかと思います。い

ちばん大きいのは，フリーターの数自体が増えていること，もう一つは，年を追うにつれ

て，年齢が高いほうに移動していることも読み取れるかと思います。 

 89 年や 92 年，98 年もですが，いちばん多かったのが 20～24 歳だったのが，2001 年に

なると，25～29 歳がいちばん上になっています。30～34 歳の人たちも 80 万人になってき

ています。つまり，フリーターは「高齢化」していると言っていいかと思います。 

 次に，就業形態別では，４ページの表を見ていただければいいかと思います。2001 年の

段階で見ますと，パート・アルバイトが 244 万人，失業者が 127 万人，働く意志のある非

労働力人口が 46 万人というような区分けで，パート・アルバイトが多くなっています。 

 どのようなところで働いているかはさまざまですが，卸や小売業，あるいは飲食店や飲

食宿泊業，サービス業などが多いです。そして，フルタイムで働いているフリーターも少

なくない。要するに，８時間とか，正規の労働者と同じ時間働いているフリーターが多く

なっています。 

 学歴ですが，92 年段階では，中卒の人が 24％，高卒が 51％，短大や高専卒が 13％，大
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卒が 12％。これが 2001 年になると，中卒が 12％と，半分に減っています。高卒は 48％，

短大・高専卒が 25％，大卒が 15％というような形で，ここではいわゆる「高学歴化」しつ

つあるという傾向を見ることができます。 

 

３ フリーターへの経路 

 一体どのような経路でフリーターになるか，これはちょっと数字をうまく見つけられな

かったのですが，学校を新規卒業してそのままフリーターになるという場合と，いったん

正規の職に就いて離職し，そのあとフリーターになってしまうというような二つのタイプ

があります。 

 

４ フリーターの意識 

 ある調査によると，正社員を希望するフリーターが 70％を超えています。正社員希望が

多いということです。パート・アルバイトを希望しているのは 15％にすぎないので，フリ

ーターの大部分は正規の社員になりたいと考えています。 

 先ほどの調査で，モラトリアム型がけっこう多く，先の見通しを立てないままフリータ

ーになった者が 47％いたということです。しかし，いったんフリーターになり，条件が悪

いというようなことが分かってきて，正規の職に就かなければならないというように意識

が変わってくるわけです。 

 次に，なぜ正社員に就かないのか，なぜフリーターのままでいるのか。70％ぐらいが「適

当な仕事がない」，要するに適当な正規の職がないということです。「条件にこだわってい

ないけれども適当な職がない」という人たちも 17％ぐらいです。ですから，本当に正規の

職に就きたいのだけれどもなかなか就けないということが，こういう数値から読み取るこ

とができます。 

 ３番めに，正社員に比べると，フリーターの場合は自由さを求める傾向が強いというこ

とです。例えば，豊かでなくてもいいから気ままに暮らしたいという人が，正社員よりも

多いです。あるいは，仕事が面白くなければ辞めればよいという者も，正社員に比べると

多いわけです。そういう点で，自由さを求める傾向が強いといえます。 

 「パラサイト・シングル」という言葉を聞かれたことがあると思いますが，特に親と同

居しているフリーターでは，この傾向が強くなってきます。仕事が面白くなければ辞めれ

ばよいというような人が多いということです。これもポイントの一つです。 
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５ フリーターに対する見方 

 では，フリーターは一体どのように見られているかということです。いろいろと見方が

あるかと思います。企業はフリーターをどう評価しているかということですが，フリータ

ーを雇い入れる際に，「ほとんど影響がない」という企業が６割ぐらいあるのです。６割ぐ

らいはフリーターであろうとかまわないと考えているのですが，他方で，これをマイナス

評価するという企業が３割ぐらいあります。 

 どのような点でマイナス評価しているのかという点ですが，マイナス評価をした３割ぐ

らいの企業の中で 73％の企業が「根気がなく，いつ辞めるか分からない」。２番めとして，

55％の企業が「責任感がない」。３番めとして，「組織になじみにくい」ということが 40％

ぐらいです。あと，４割ぐらいの企業が「職業に対する意識などの教育が必要である」と，

このような形でマイナス評価しているのです。 

 ただ，付け加えておきますが，フリーターをプラス評価している企業もあるのです。新

規の卒業生よりもマナーあるいは一定程度の接客態度などができ上がっているというよう

な点で，プラス評価している企業もあります。 

 一般的な見方については，また後でお話ししたいと思います。 

 

三 フリーターはなぜ増えているのか？ 

 

１ 就職難 

 ある程度フリーターの実情が明らかになったかと思うのですが，ではどうしてこういう

フリーターが増加しているのか，その背景について次にお話ししたいと思います。 

 まず一つは就職難。これは言うまでもないかと思います。これも 90 年３月と 2003 年３

月の就職率の数字を紹介しておきます。90 年３月，これはちょうどバブルの真っ 中です

が，中卒の人は 70％の就職率，高卒は 87％，大卒は 93％と，非常に高い就職率だったの

です。ところが，2003 年３月になりますと，中卒は 33％，３人に１人しか就職できない。

高卒は 87％であったのが約 60％になっています。大卒は 68％で，70％を切ってそれだけ

厳しい状況になってきています。 

 企業は新規採用を抑制して，パートタイマーや派遣労働者で代替しています。要するに，

フリーターに含まれるパートタイマーや派遣労働者で代替するという傾向が強くなってき
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ています。 

 ４ページめの資料４を紹介しておきます。これは，左側は新卒時に正社員であった人た

ち，右側が新卒時にフリーターであった人たちです。その後，正社員であった人の 62.5％

は現在も正社員で，現在フリーターである人が 16.9％ということです。これに対して，新

卒時にフリーターであった人たちは，正社員になった人が 31.4％，他方，相変わらずフリ

ーターであるという方が 54.8％ということです。 

 これは，学校あるいは大学が非常に深刻にとらえなければならないことです。要するに，

新卒時にフリーターになってしまうと，そのままフリーターである人が 50％を超えている

ということで，これは学校の責任にかかわってきます。 

 

２ サービス産業を中心とした需要 

 二つめとして，サービス産業を中心とした需要があるということです。コンビニやファ

ミリーレストラン，その他いろいろとありますが，その辺は人件費の安いフリーター・ア

ルバイトの，学生もアルバイトしていますけれども，需要があるのです。ですから，サー

ビス産業だけに限りませんが，やはりそういう需要があるということも，フリーターが増

加している背景として挙げることができるかと思います。 

 

３ 若者の離職率の高さ 

 若者の離職率が高いことを「七五三」という言い方をします。３年以内での離職率が，

中卒は 73％です。73％の人が３年以内に転職も含めて離職しているのです。高卒は 50％，

大卒は 36.5％ですから，３人に１人です。73％，50％，36.5％で，これを「七五三現象」

という言い方をしています。１年以内が多いのですが，ともかく３年以内で離職する人が

けっこう多いということです。 

 ただ，なぜ辞めるのかということです。これには幾つか原因があります。「仕事が面白く

なければ辞めればよい」と正社員は 34.2％が思っている。３人に１人。フリーターの場合

は 47.2％，50％近くが，仕事が面白くなければ辞めてしまっていいと思っているのです。

ですから，それほど会社に執着がないということを挙げられるかと思います。 

 これをどう見るか。20 年前，30 年前の状況に比べると，やはり 近の若者は我慢が足り

ないのではないかと考える方もおられるかと思います。果たしてそう考えていいのか。若

者の意識というものは変化しており，10 年前，20 年前と現代では違ってきているのです。
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私も大学で教えて 20 年ぐらいになりますが，20 年前の学生，10 年前の学生と今の学生は

違っています。 

 こういうことを言うと今の学生に怒られるかもしれないのですが，10 年前，20 年前の学

生は，まだ自立していたというか，自分の考えを持っていました。授業に出てこなくても，

ちゃんと何か自分のやりたいことをやっている。そして，就職先なども自分で見つけてく

るというようなことがありました。 

 しかし，「だから今の学生はだめだ」と言ってしまうと，これはよくないわけで，学生は

変わってきているのです。確かに， 近の学生は幼くなってきています。そのような現状

は現状として，それを前提にして考えていく必要性があります。ですから，「 近の若者は」

と，昔と比較するだけでは何も進まないと思います。 

 二つめとして，ミスマッチを挙げることができます。まず，就職先を決めるに当たって，

学生がいちばん重視していることは，収入なのです。収入が 45.3％。あるいは勤務地

（37.9％）や安定性（30％）。収入や勤務地や安定性で就職先を選ぶという傾向があるので

す。 

 他方，業務内容，どういう仕事をするのかとなると，仕事を重視するのが 30％，専門性

が８％ぐらいで，非常に少なくなっています。ですから，どういう仕事をしたいのかでは

なく，収入や勤務地や安定性を重視して就職先を決めるのです。 

 でも，これはやむを得ないと言っていいかと思います。というのは，大学も含めて，学

校ではほとんど職業教育や職業訓練をやっていないのです。教えているのは勉強だけなの

です。ですから，学生としては，どのようなことで就職先を見つけていいのか分からない。

そのようなところも重要なポイントになるかと思います。 

 これに対して離職の理由ですが，「自分に合う仕事をしたい」というのが 30％ぐらいで

す。要するに，増えてきているのです。「収入を増やすため」というのは 22％，あるいは

もう一つ，「仕事の内容が面白くない」というのが 22％ぐらいあるのです。一応就職した

けれども，実際仕事をしてみると，自分に合っていないとか面白くないということになっ

てくるのです。そういう点でミスマッチが生じてきているということです。 

 これは学校側の責任ですが，就職時にどれくらいきめ細かな指導をしていくかというこ

とが，離職を防ぐために重要なのです。いったん仕事に就きますと，仕事の内容に関心が

高くなってきます。ですから，仕事の内容がよく分からないままに，不本意な就職をして

いるのではないか。結局仕事を辞めてフリーターになってしまうのではないかということ
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がいえるのではないかと思います。 

 

４ 若年者の就業意欲の低下 

 若年者の就業意欲の低下が，いろいろなところでいわれています。例えば企業や学校か

らは厳しい指摘があります。東京商工会議所の調査によると， 近の採用に関してどうい

う悩みがあるのかということで，「学生の就業意欲が低下している」「やる気がない」「学力

が低下している」「危機感がない」，このように回答している企業が 62％で，６割を超えて

いるわけです。 

 他方，高校の先生方に聞いたところですと，「生徒の意欲が低下している」というものが

84％。二つめとして，「生徒が働かなくても生活できるととらえている」，これは 72％。で

すから，生徒の意欲が低下したり，働かなくても生活できるという，要するに甘やかされ

ているのではないかというように高校側はとらえています。大学や短大になると，同じよ

うに「働かなくても生活できるようになってきている」というのが 67％です。「自分に向

く仕事が分かっていない」というのも 67％。「甘やかされている」というのは 60％ぐらい

です。 

 結局学校側にも責任がないのか。要するに，生徒や学生の現状を踏まえた十分な支援体

制がどれくらい取られているのかという辺りを考えていかなければなりません。 

 そして，パラサイト・シングルをどうとらえていくのか。日本の場合は，欧米と比べる

と若者が自立していないということがいえるかと思います。欧米であれば，大学生になる

と，家を出るのです。親からの仕送りなし，これは授業料が安い，あるいは無料いうよう

なこともかかわりますが，自分たちでアルバイトなどをしながら勉強していくという傾向

があります。これに対して，日本の場合はほとんどが親に依存している状況です。そのよ

うなことなどが，こういう企業や学校からの厳しい批判の要因になっているのではないか

と考えられます。 

 

四 フリーター対策は？ 

 

 では，このようなフリーターの現状を背景に， 近一体どのような対策が講じられてい

るのでしょうか。大掛かりな対策を講じようとしています。「若者自立・挑戦戦略会議」と

いうものが出てきています。資料５につけておいたのですが，「第５節 若者自立・挑戦プ
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ランの推進」の４行めを見て下さい。「2003 年６月には，文部科学大臣，厚生労働大臣，

経済産業大臣，経済財政政策担当大臣の関係４大臣により，すべてのやる気のある若者の

職業的自立を促進し，若年失業者等の増加傾向の転換を目標とした『若者自立・挑戦プラ

ン』が取りまとめられた」。関係する４大臣によってこのような大掛かりなプランが策定さ

れました。それだけ政府も深刻にとらえているということがお分かりになっていただけた

かと思います。 

 厚生労働省は「日本版デュアルシステム」を導入していますが，これはドイツのシステ

ムで，要するに職業訓練です。学校に通いながら企業での実習を行います。企業で週３日

働いて，あと座学で職業訓練の文献や本を読んだり，講義などを受けるもの，これを週３

日と２日やるというような，両方兼ね備えてやっていくものがこの「デュアルシステム」，

二重のシステムです。 

 どうしてこれだけ大掛かりなことを政府がしようとしているのかということですが，こ

れは幾つか要因を挙げることができます。「プレイボーイ」という雑誌がありますね。私も

中身は見ていないのですが，どういう見出しがついたかというと，「政府による“フリータ

ー狩り”がついに始まる！？」という記事を，2000 年 11 月号ですが，載せているのです。

「政府によるフリーター狩り」というような言葉です。要するに，フリーターというのは

本来自由であったのが，政府が取り締まろうとしているのではないか，と。フリーターと

いうのは個人の問題では済まなくなってきているのだという認識は重要かと思います。 

 具体的に，どうしてこういうことに政府が取り組むようになったか，４点挙げています。 

 一つは，フリーターというのは，フリーター自身に不利益を及ぼしたり，あるいは不安

を与えているのではないか。正規社員になりたくてもなれないということがありますから，

これは当然のことです。 

 二つめとして，若者の職業能力が高まらないと，日本経済成長の制約要因になる。要す

るに，日本経済のマイナス要因になってくるのだということです。一定程度の熟練した技

能を持った人たちが， 近は減ってきているのです。そういう中で，職人技のようなとこ

ろがありますが，そういう技能を持った熟練した人たちを今後どのような方法で養成して

いくか。これは日本経済がこれまでずっと発展してきた大きな要因だったのですが，後継

者が育たなくなってくるのではないかという危機感，これが二つめの理由として挙げられ

ます。 

 三つめとして，社会が不安定化する。分かりやすく言うと，若年者の犯罪が増加するの
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ではないかともいわれています。一定程度の所得を得ている正規の人たちと，そうでない

人たちとの二極化が進むと，若者の犯罪が増えてきやすいのではないかという危機感，こ

れも挙げられています。 

 ４番めとして，未婚化あるいは晩婚化，少子化が進行しかねない。これは年金などいろ

いろなものにも影響が出てくるのではないか。 

 

五 何が重要か 

 

１ 基本的考え方 

 後に，一体どのようなことを重視してフリーターの問題と対策を考えていったらいい

のかについて幾つかお話しします。 

 まず，基本的な考え方は，これまでのお話でお分かりいただけたかと思いますが，フリ

ーターというのは，なるのではなく，ならされている側面が強いということです。もとも

とフリーターになりたかった人というのは少なくて，現在でも正規社員希望が７割を超え

ています。新卒時にフリーターだった人の半数以上はフリーターであるということで，こ

れは深刻にとらえていく必要性があります。 

 ２番めに，若者の意識や考え方，環境が以前とは異なってきて，自立していないとか，

幼いというように批判しているだけでは済まない。若者の現状に合わせた対策を講じるこ

とが必要だということです。 

 ３番めに，これまでのことで幾つか反省していく点があるのではないかということです。

例えば雇用政策です。従来は，失業などの問題からいきますと，高齢者対策，中高年齢者

対策は非常に重視されてきたのですが，若年者の失業率が増えてもあまり関心を持たず，

対策を講じてきていなかったのです。なぜかというと，若い人たちというのは何とか生活

できて，家族を抱えた中高年に比べるとそれほど切迫感がなかったからです。それで若者

対策を軽視してきたわけですが，そういうことでは済まなくなってきています。この点で

いろいろな対策を講じるようになったことは評価できます。しかし，規制緩和という政策

は今も続いており，これが結局正規の社員を減らし，パートや派遣労働者といったフリー

ターを増やすことにつながっています。いまだ政府の政策でその辺にまで踏み込んだもの

はなく，規制緩和ということで進んでいる政策の矛盾が現在あるということです。 

 また，教育の問題をどう考えていくのか。これも幅広い視野から考えていく必要がある
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かと思います。勉強ばかりでいいのかどうか。学歴偏重になって，いろいろ深刻な教育の

問題が出てきています。これをどう考えていくのかということも重要ではないかと思いま

す。 

 

２ 雇用創出ないし雇用削減対策 

 雇用創出や雇用削減に対する対策は，当然今後も必要になってくるかと思います。詳し

い数字は挙げませんが，10 年間で若年者の正社員が 65 万人減ってきており，非社員化と

いうか，パートや派遣労働者を増やす政策が推進されてきています。 

 このような政策のもとで，企業は新規採用を抑制しているわけですが，企業の社会的責

任をどう考えていくのか。一定程度は採用して，企業が社会的な責任を果たしていくこと

が重要ではないかと考えています。 

 

３ 学校・大学等での職業教育・訓練 

 次に，学校・大学等での職業教育や訓練なども，今後もっと重視していかなければなら

ないと思います。 近，インターンシップやデュアルシステムというようなものがようや

く導入されるようになってきました。日本の学校は職業教育を実施しないという点に特徴

があります。要するに，企業は，ともかく真っ白なままで来てくれれば，企業で教育する

からそれでいいということだったのです。要するに，企業のカラーに染めたいから，変な

色をつけてくるなというようなことで，学校も何もしなくてよかったのです。 

 しかし，今，企業は企業内で職業教育するだけの余裕がだんだんなくなってきており，

即戦力を求めるようになっています。ですから，それにふさわしい人を学校側のほうも育

てていく必要があります。また，日本の場合，就業体験なしで就職先を決めできました。

このため収入などを重視するわけです。そういう点でいきますと，インターンシップなど

はもっともっとやっていかなければならないのですが，なかなかそれがうまくいっていな

い。これをどういう形で充実させるかが課題となります。 

 次に，学生あるいは生徒にどのような形で目的意識を持たせるかということです。学校

あるいは大学はもっと危機意識を持って取り組んでいかなければならないだろうと思いま

す。卒業時に就職できない，あるいは不本意な就職をするとフリーターになります。学校

がどれだけ危機意識を持つのか。 

 高校での進路指導，それから大学教育です。生徒たちは，仕事に直接役立つ知識や技術，
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あるいは自分がどういう仕事に向いているのか，そういうことをもっと高校で指導してほ

しかったと言っているとの調査結果もあります。そして大学教育。私も学生を教えている

のですが，これも企業からいろいろな厳しい指摘があります。４年制大学の文系新卒者に

対して企業がどれくらい満足しているかという調査で，94 年時点では５割ぐらいの企業は

「質・量とも満足している」と答えていたのですが，2002 年になりますと 35％に減ってい

ます。確かにコミュニケーション能力は高い，しかし自主的な思考力が弱いとか，基礎知

識が不足しているとか，自主的な行動力が低いと指摘されています。こういうことは，大

学としても真剣に受け止めなければならないだろうと思います。 

 金沢大学でどうかというと，積極的な取り組みをしていますが，なかなか教員の意識が

高まっていません。理系の場合は違うのかもしれませんが，文系は，私などは法学関係で

すけれども，学生の就職の面倒を丁寧に見るというところまではいっていない。恐らく学

生が自主的にやればいいのだという先生のほうが多いだろうと思います。教育よりも研究

重視の意識が強いし，まして就職にまでかかわろうという先生方はまだまだ少ない。残念

ながらそのような現状なのです。法人化されましたが，意識は変わっていません。このよ

うなフリーターの問題などを考えていきますと，教員一人一人が学生の就職にどれだけ責

任を持つのかを，本当に真剣に考えていかなければならないと思います。 

 金沢工大は全国的にトップレベルで，95％ぐらいの学生が就職しています。金工大は，

研究よりも教育重視が徹底している大学です。研究している暇があったら，もっと学生の

面倒を見なさいということです。高校の補講もやって学力を引き上げるようなことをして

いますし，また，教授は企業のある程度の役職に就いた人をどんどん採用しており，そう

いう点で企業とのコンタクトをつけて，そのかわりちゃんと就職の面倒を見させる，その

ようなやり方で，学生の基礎学力を高めて，付加価値をつけて卒業させていくということ

を徹底させており，注目を集めています。 

 そういう点でプラスの面があるかと思うのですが，それでいいのか，マイナスの面がな

いかどうか，これにはいろいろな意見があるかと思いますが，それだけ徹底している大学

もあるということです。 

 これは私の反省でもありますが，学生には厳しさを求めていくべきなのです。大学は，

入りさえすればあとは勉強しなくても卒業できるということではよくない。それはそのと

おりなのですが，そのためには，教員自身にも厳しさが求められます。学生にだけ厳しく

言って，教員がちゃんとした授業をやらないというのは許されないということがまだまだ
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理解されていない。理系は知りません，文系の話だけですが，そういう傾向があるように

思えてなりません。 

 

４ やりがいのある仕事・労働条件 

 やりがいのある仕事や労働条件，これをどうやって作っていくのか。ジョブカフェなど，

近新しい動きが出てきていますが，これまではきめ細かな指導をやってこなかったので

す。外国では，若い人たちの失業率が高いので以前から熱心に取り組んでいるのですが，

日本でも一人一人のきめ細かな対応をようやくやるようになってきています。 

 

５ 広い視野からの議論 

 後に，こういうフリーターの問題は，単に就職問題としてだけではなく，大人への移

行期という広い視野から考えていく必要性があるかと思います。若者，あるいは学生や生

徒，子供たちが，一体どのような状況に置かれているのか。若い人はキレやすいとか，若

年者の犯罪が増えているということがあります。勉強のできる子はどんどん勉強するけれ

ども，そうでない子はずっと落ちていく，そういう二極化している中での問題でもありま

す。 

 そういう中で，卒業できないというようなこともあります。また，以前と違って， 近

は職人が尊重されなくなったのです。日本の場合，腕に技能を持つ人たち，腕に自信のあ

る人，熟練した人たちが尊敬されなくなって，すべていい大学に行かせるという傾向が強

まってきているわけですが，それをどう考えていくのかという問題もあるかと思います。 

 「ニート（ＮＥＥＴ）」の増加に象徴されるように，今，社会が若い世代を本当に育てて

いるのか，切り捨てていないか。企業や学校，家庭や地域でちゃんと本当に育てるような

体制ができているのか。大きく言うと，社会で若い世代を育てようとしているのか。フリ

ーターの問題などを考えていくと， 後にその辺に行き着くのではないかと思います。そ

ういう点でフリーター問題は深刻にとらえていくべき課題だろうと思います。 

 以上まとまらない話でしたが，これで終わらせていただきます。 

 

質疑応答 

 

（質問者１） お話の中で特に印象に残ったのは，企業の社会的責任（ＣＳＲ）の部分な
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のですが，企業以外にもコミュニティが若者を育てていくという責任もあるだろうし，大

学が育てていくという責任もあるかと思いますので，その責任をどのように考えるかが非

常に興味のあるところです。 

 この間の日経に，井口さんという関西学院大学の先生が，東アジアの経済統合に関する

部分で，来年４月から始まる経済連携協定（ＥＰＡ）交渉の中で，域内の競争力強化とか，

域内格差の是正といった課題以外に，「人材開発・環流戦略」を策定すべきであると書かれ

ていました。フリーターの問題は，日本国内の問題もそうなのですが，これから中国やい

ろいろなところとの連携が深まっていくのであれば，東アジアの域内との労働の分業，分

担が問題になってくるかと思います。 

 それで，法律などを国としてどのように進めていこうと考えているのか，非常に気にな

るところなものですから，先生のご存じのところで，この東アジアのエリアで考えたとき

に，どのように考えるべきなのかというところを伺いたいのですが。 

 

（名古） 幾つかの問題とかかわってくるかと思いますが，例えば日本に外国人労働者を

受け入れるのかという問題や，あるいは「分業」と言われましたように，いわゆる単純作

業や，人件費の安いところへどんどん移して，日本の場合はもっと付加価値を高めるよう

な仕事にしていく，そのような人材を養成していくという問題にかかわってくるかと思い

ます。 

 そこで，どのような形で外国人を入れていくのかということです。外国人労働者の問題

には議論があり，いろいろな問題とかかわってくるのです。外国人を受け入れると，医療

や福祉，治安問題などいろいろな問題があって，一概に言えないのですが，結論だけ言い

ますと，私は外国人労働者の導入にはあまり賛成していません。 

 他方，人材ということになりますと， 近「キャリア」という言葉が一つのはやり文句

なのです。一定程度社会的に通用するというか，ある程度のキャリアをどのような形で若

い人たちにつけていくか，これも 近厚生労働省などが重視しだしたところです。自分に

ふさわしい能力をどれくらいつけていくのか。従来は企業内だけの訓練だったのですが，

これをもっと社会的に通用するような，個人が主体となったキャリアをどれくらいつけて

いくのかということが 近の課題になっています。 

 若い人たち自身が，自分にはこれだけのキャリアがあると測定できる，社会的に通用す

るような基準は，残念ながら日本にはないのです。そういうものをどれくらい確立して，
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自分がこれだけのキャリアを持っていたらこれだけの給料をもらえるというような仕組み

を作っていくのかということが重要になってくるかと思います。 

 

（質問者２） 「社会の不安定化」がフリーター対策の基にあるというお話を聞いて，先

生のほうからは，具体的に治安が悪くなるのではないか，フリーターが罪を犯すのではな

いかというようなことを説明していただきました。 近よく年金改革などが話題になって

いますけれども，社会システムとして，年金の場合だったら，フリーターで働いていると

保険料が払えないという問題があると思います。そういう社会システムとの関係での社会

の不安定化ということをもう少しお聞きしたいと思って質問しました。 

 

（名古） 「社会の不安定化」というのは私ではなく内閣府のほうで言っているのですが，

ここではやはり「若年犯罪者の増加などの社会不安が生じる可能性がある」という言葉が

使われています。今おっしゃっている年金などの問題は，未婚・晩婚・少子化などを深刻

化させるというようなところになってくるかと思います。それと，フリーターであること

で，フリーター自身が不利益を被ったり不安を感じたりするというようなところでも，や

はり本当に年金をもらえないという形での不利益が生じてきていることを指摘しているの

ではないかと思います。 

 政府は年金問題をどのように維持するかということを言います。フリーター自身も年金

をもらえないとか，そこはもう自覚しているかと思うのですけれども，自身にいろいろな

不利益が生じるということを深刻にとらえて考えていく必要があるかと思います。 

 

（質問者３） デュアルシステムについて，もう少し詳しく伺えたらと思います。そして，

こういう問題は多分先進国特有の問題ではないかと思いますが，すでにどこかの国で，デ

ュアルシステム以外にそういう試みをやっておられる例があるのか，その辺りを伺いたい

と思います。 

 

（名古） デュアルシステムというのはドイツの制度を倣ったものです。これは学校制度

が日本と違うということを前提に聞いていただきたいのですが，ドイツの場合は，大学に

行くためのコースが，小学校，中学校の早い段階からあり，他方，「マイスター」という言

葉がありますが，職人になるようなコースを割と早い段階で分けるのです。そういう職人
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になる人たちを中心に，職業学校で一定の専門的な技能をつけていくわけです。こちらの

ほうが中心で，こちらはやはり座学と企業での研修というか実習を組み合わせる中で，政

府の責任で一定程度給料を払いながら技能をつけさせていき，それで就職していくという

システムが古くからあるのです。 

 ですから，生徒は自分の仕事がどういうものか分かって就職します。うまくいけばその

企業に就職できるような，そういう座学と実習両方あるというものがデュアルシステムで，

これを日本はようやく，非常に小規模ですが，今年から導入し始めました。これは重要な

ことだろうと思います。大学などはインターンシップをやっていますが，１～２週間程度

と非常に短期間で不十分ですけれども，そのようなことも日本で導入され始めています。 

 

（質問者４） 自分自身，「フリーター」と呼ばれる部類に属する者の立場からで申し訳な

いのですが，今ほど，世界観や保障の件，デュアルシステム，教育の件などの部分でお話

があったのですけれども，学校のいろいろなシステムについて，法人化になったというこ

とで，以前と今とでは若者の学校卒業時の就職について何か変化があったとか，今後どう

いうことになっていくかという部分で，どのように思われますでしょうか。 

 

（名古） 法人化以前からも，金沢大学でも学生の就職率，内定率が悪くなってきており，

事務機構を中心に「就職支援体制」という組織ができて，いろいろな試みがなされるよう

になっています。例えば，企業や官庁からの説明会が非常に頻繁に行われ，学生はそれに

参加して直接話を聞く機会を得る，大学がそういう場を設定するというようなことなどが

ありますし，ほかにも，生協などでは公務員講座のようなものも行われています。お金が

要りますが，割とそういう講座に参加している３～４年生が公務員試験に受かる割合が増

えてきているというようなところもあります。 

 そういう点で，従来とは違って，大学でも積極的な取り組みがなされてきていますが，

事務職員だけではなく，教員がどれくらいその辺にタッチするようになるのかということ

も重要かと思います。ある程度教員のバックアップ体制のような，就職の相談に応じると

か，その辺のこともこれから本当に真剣に考えていく必要性があるだろうと思います。た

しかに，それにふさわしくない教員もいるので，一概には言えないのです。変なアドバイ

スを与えて逆にマイナスになるときもあるので，その辺は慎重に考えていく必要がありま

すが，これまでは本当に無関心すぎたというようなことは反省としてあるかと思います。 
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